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取扱上の注意事項

次の事項にご注意下さい。
1．過大な入力電圧を加えないで下さい。

とくに最大許容入力電圧（士15V)以上
になると、入力のヒューズ抵抗器が切れ以
後の測定ができなくなります。

2電椋OFFのときには入力に電圧、電流を
加えないで下さい。

3．出力側から電圧、電流を加えないで下さい。
4電瀕電圧AC90~110 VおよびDCll~

1 5 V以外の電圧で使用しないで下さい。
5使用温度範囲（一10~+5 0℃)、湿度範囲

(9 O%RH以下ただし結露除く）以外で使
用しないで下さい。

6．本器に水、油、塩分などがかからぬように
注意して下さい。

7本器の筐体は必ず接地して使用して下さい。

8. 6 M 7 2形はニッケルカドミウム電池が内蔵
されておりますので、極端な高低橿放置を
避けて下さい。
又、長時間放置後は電池の容量が低下しま
すので月に1日位の通電を行って頂きます
と長期に渡り、内蔵メモリが保持でき電池

の劣化も防げます。
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このたびは当社動ひずみ測定器6 M 、ンリ ー ズをお

買上げいただき誠に有難うございました。

当6 Mシリ ー ズは性能はもとより適度な小型、軽量

化、 耐振性、信頼性向上またツマミ類の形状等の細

部まで吟味、検討し開発した製品です。 必ずや各位

のひずみ測定のお役に立つことと思います。

万ー不備な点がありましたならば最寄りの店所まで

ご連絡下さい。

当社ひずみ測定器には、 下記の製品 が販売されております。 次の機会に、 是非御検討下さい。

形 式 方 式 c 曝 バラソス方式 感 度 周波数特性 主用途
6M41A ACブリッ巧犬 6 手動バラ ‘ノス O.lV/lOxl0-6ひずみ DC~2KHz 野外のひずみ測定
6M6 1 ” 1 ” 0.5V/10Xl0

ー

もずみ ” ひずみ測定等
動ひず み測定器 6M6 2 ” 1 自動バラ ‘ノス ” ” ” 

6M7 1 DCプリッジ式 1 手動バラ ‘ノス 0.5V /lOOXlOVずみ DC--ふOKHz 変換器測定
6M7 2 ” 1 自動バラ ‘ノス // ” 直流増幅等

静ひずみ測定器 7V O 6 ” 100 0  演算処理 測定範囲30000 多点のひずみ混度
Xl0-6ひずみ 直流電圧の測定

6M6 1~ 72形では、 下記の ユニ ットケ ー ス、 ユニ ットハウジングが用意されています。

形 式 項 目 備 考

43508 lCHの ユ
ー ットハウジソグ（足のみ）

ユ ニット 43509 2CH ” （電源、 キャリア共通）
ハウジソグ 43510 3CH ” （ ” ） 

4 3 5 1 1 4CH ” （ ” ） 
7750 3CHべ 、ノチトップケ ース

7752 6CHベソチトップケ ー ス（前フタ付）
全CH同時に校正、オー

ユニ ットケ ー ス 7744 8CHベソチトップケ ー ス（前フタ付） トバラ‘ノス信号が印加される
7743 8 CHラックマウントケ ー ス



計測のブロ ックダイヤグラム

本器は測定すべき現象の大きさ、 現象周波数及び測定時間等を考慮して全測定系を組むのですが、 その

中でも最も多く使用される測定系をプロ ック図にしておきます。

ロ 詞 I 動ひず み測定器 I I 記録および処理 I
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中帯域の波形記録
電磁オシログ ラ フ

(DC~3600Hz) 

波 形の統計処理
デ ーク処理装置

デー ク解析
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1. 各部の名称と機能
1 - 1 前面パネル

①モニタメ ータ

現象のモニタ用です。中央の緑の発光

ダイオ ード は出力が士約 lOOmV以内

で点灯します。 出力が士約1. 0.5 V以上

になるとオ ー バ ー した側で発光ダイオ
ードが点滅します。

②オ ー トバラ ‘ノス押しボタンスイッチ

(AUTO) 

6M72 形にのみ付いています。 押す

と自動的（約0.1秒）にバラ ‘ノスがとれ

ます。

③抵抗調整ツマミ( R BAL )

抵抗不平衡分の調整 ができます。 右へ

回すと出力 は正（プラス）へ、左 へ回

すと負（マイナス）へ移動します。外

側のロ ックツマミを右へ回すとロ ック

（固定 ）できます。

④減衰器ツ マミCATT)

利得切換スイッチです。 右へ回すと利

得は増加します。 出力0.1V/10 0 0 X

1 0
41

ひずみ（プリッジ電圧 B.V = 2V) 

から出力 2V/ 1 0 0 0 X 1 0-6 ひずみ

(B.V = 2V) まで変化できます。

⑤利得微調整ツマミ(VAR)

左ヘ 一杯に回したときの利得は④の設

定値になり、 右へ回すに従って利得は

増加します。 右ヘ一杯に回すと④の設

定値を 2. 5 倍した値になります。外側

のロ ックツマミを右へ回すとロ ック で

きます。

⑥校正値表示ダイ オ ー ド

校正量を10-6 ひずみまた はmVで表示し

ます。
一般のひずみ測定等で は 10-6ひずみ側

へ、 また変換器 、直流増幅として使用

する場合は mV側が便利です。
X 1 0 OX 1 0-6 ひずみ、 mV校正値 切換は
ユニ ット内で行います。

⑦校正値設定ツマミ (CAL)

⑥の校正値表示が校正値として印加さ

れます。

X 1 00 X 1 0-6 ひずみ、 mV表示値は入力

換算値です。 値はゲー ジ率2で1ゲー
ジ法での等価電圧値です。

⑧校正値印加スイッチ

⑥と⑦とで設定 された値を印加するた

めのスイッチです。 上に倒せばプラス

（テンシ ョ ソ）へ、 下に倒せばマイナ

ス（コンプレッシ ョ ン）になります。

使用後は必ず中央 OFFに戻して下さ

い。
⑨ロ ーパスフィルタ切 換スイッチ

(FILTER) 

本器のフィルタは3ポ ールのベッセル

形で、 ワイドバンド(W/B)のときはフ

ィルタなしの状態になります。

⑩電椋スイッチ(POWER)

押し込むと電領が投入され 、 再度押し

込めばOFFになります。
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⑮出カコネ クタ 2 (OUTPUT 2)

出力電圧、 電流は士 1 ov, 士 75mA

です。 主に電磁オ ヽンログラフを接続し
ますが電圧入力の記録器なども接続で
きます。

⑯ヒ ュ ー ズホルダ

電源ヒ ュ ー ズです。
⑰マルチコネクク

電瀕はここから印加されます。
その他 6, 8 チャンネルケ ー スに収納
時、・全チャンネル校正量印加、全チャ
ンネルオ ー トバラ ‘ノス信号印加などに
も使用します。

®

®

④ ◎ ®

図 2

1 - 2 背面パネル

⑪入カコネクタ（INPUT)

ブリッジボックス、変換器または直流
増幅器用入カケ ー プルのプラグを接続し
ます。

⑫プリッジ電圧切換スイッチ(B. V)

直流電圧が5段のステ ップで切換えら
れます。校正値はプリッジ電圧がどの
位置にあっても前面パネル⑦の表示値
になります。

⑬放熱孔
ふさがないようにして下さい。

⑭出カコネクタ 1 (OUTPUT 1)

出力電圧、電流は士 lOV ，士 5mAです。
電圧入力の記録器（デ ー タレコ ーダ、

直流増幅器付オ 、ンログラフ）A/D変
換器などを接続します。
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2. 測定準備

2 -1 ケ ー プルの接続
2 - 1 -1 入カ ケ ー プルの接続

(1) 測定する場所に先ずひずみゲ ージを貼

って下さい。

(2) ひずみゲ ー ジをブリッジボックスに接

続して下さい。 測定点と本器との接続

ケ ー プルを短くした方が誤差が生じにく

くなります。※

(3) プリッジボックス、変換器、 または直

流増幅器用ヶ ー ブルを背面の入カコネ

クタ⑪に差し込んで下さい。

※詳細は3-1測定前の注意事項を

参照して下さい。

2-1-2 電源、 出カケ ー プルの接続

(1) 使用する電源に合わせAClOOV用

(AC90~110V)またはDC12V用

(DCll~15V)電源ヶーブルを接統
します。

(2) 接続する記録器に合わせ出カケ ー プル

を接続します。

※ 詳細は3-3出力と負荷の接続の項

を参照して下さい。

※本器は小形軽景化のためスイッチン
グレギュレ ー タを用いていま す。

筐体は必ず接地して下さい。

肛

0

赤印

引き抜くときは， この部分を持って
回さないように引張って下さい。

（本器背面パネル）

図 3

白線マーク
差し込んでから右へ回すと

ロックされる。

up
 
T
 □

◎

差し込むときは， この部分を
もって押して下さい。

＊ケ ー プルロック

電源ケー プル

赤印

［ 

差し込んでから
右へ45゜ 回すと
ロックされる。

＊ （注）・ケープルロック付は単体のときのみ。

図 4
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2 - 2 測定前の操作
2 - 2 -1 単体（ユニ ッ ト）操作のとき

(1) 減衰器ツマミ (ATT) をOFF にして
下さい。

(2) ブリ ッ ジ 電圧切換スイッチ (B.V) を
ひずみゲ ー ジに合わせて設定して下さ
い。
一般の1 2 0 0のひずみゲ ー ジでは2
Vに設定し各種変換器等は6, 9,
12,15Vに合わせて下さい。
詳細は3-2-3変換器を使用したと
きの測定を参照して下さい。
とくに半導体変換器では温度補償ので
き る電圧に合わせて下さい。

(3) 上記以外のツマミ、例えば校正値設定
ツマミ(CAL),ロ ー パスフィルタ切
喚スイッチ (FILTER) ，な どはど の
位置でもかまいません＂

区
(4) 電椋スイッチ (POWER) を押し込む

と電瀕が供給されます。
(5) 減衰器ツマミ O F Fの位置ではモニク

メ ー タの中央の緑色の発光ダイオ ー ド
が点灯します。

約 1 0 分間予熱を行って下さい。

l初期バラソ：

(6) 正常なひずみ測定を行うためにはプリ
ッジの初期バラ ‘ノスをとる必要があり
ます。

a 手動バラ ‘ノス 6M71形
モニタメ ー クを見ながら抵抗調整ツ
マミ(R BAL )、減衰器ツマミ
(ATT) を操作し初期バラ ‘ノスをと

ります。
減衰器ツマミを右へ回すと利得は増
大します。
モニタメ ー タが正（プラス）側（テ
ソショソ側）を表示してい るときは
抵抗調整ツマミを左へ回します。

- 4 -

負（マイナス）側（コソプレッショ
ソ側）を表示しているときはわへ回
して中央の緑色の発光ダイオ ー ドが
点灯するようにして下さい。
この操作はATTxl まで上記の調整
を行って下さい。
なお、初期バランス調整範囲は土約
5 0 0 0 X 1 06 ひずみです。

b オ ー トバラ ‘ノス 6M72形
減衰器ツマミを右へ回し利 得を上げ
ォ ー トバラソススイッチを押すと自
動的（約 0. 1 秒）に初期バラ ‘ノスが
とれ、モニタメ ー タ中央の緑色の発
光ダイオ ー ドが点灯します。
さらに微調整が 必要 な場合には抵抗
調整ツマミを回すこ とによって可能
となります。
（調整範囲は士 5 0 X 1 0-6 ひずみ）

(7) 予想さ れるひずみの大 きさ に合わせて
激衰器ツマミ、校正値設定ツマミを設
定して測定に入ります。
本器の入力範囲は資料編を参照して下
さい。

2 -2 - 2 ユニット組合わせのとき
(1) 6, 8 チャソネルケ ー ス に収納するとき

a.電源ケ ー プルの接続

相互結線用ハーモニカ端子

8チャンネル ケ ース背面図
図5

AC電椋ケ ー プルはユニットの標準付
属品と共通に使用で きます。
DC電源ケ ー プルは6, 8チ ャンネル
ケ ー ス専用のものを使用します。



b.校正値印加スイッチ、オ ー トバラン

C • 

ススイッチの使用法

6, 8チャソネルケ ー ス収納時でも

単体で校正値の設定、印加が可能で

す。6 1 8チャンネルケ ー スの全チ

ャンネルCALスイッチを倒すとユニ

ット側の校正値印加スイッチがどの

位置でも全チャソネルCALスイッチ

が優先して、各ュニットで設定され

た校正値が印加されます。

またケ ー スのオ ー トバランススイッ

チを入れると全チャンネル同時にバ

ランスを取ることができます。

6, 8チャンネルケ ー ス相互間の結

線について

6, 8チャソネルケ ー スはケ ー ス相

互間で全チャソネル AUTO,CAL

信号の結線がケ ー ス背面の端子でで

きます。

図 6

この結線を行ないますと、どちらか

のケ ー スの全チャソネルAUTO ,

CALスイッチを操作すると全ユニッ

ト同時に AUTOバランス、または

CAL信号が印加されます。

(2) 3チャソネル用ケ ー ス、ユニットハウ

ジソグに収納するとき

a. 電源ケ ー プルの接続

AC ,DC電源ケ ー ブルともにユニ

ットの標準付属品と共通に使用でき

ます。

- 5 -

b.校正値印加スイッチ、オ ー トバラン

ス押しボタンスイッチの使用法

単体と同様、それぞれ個別に印加し

ます。

2 - 2 - 3 ラックケ ー スに収納するとき

8チャンネルラックケ ー スを用いて多

段設置する場合には次の点に注意して下

下さい。

(1) 8チャンネルラックケ ー スの積み重ね

は最大 3 段（ 2 4 チャンネル）を限度

とするのでこれ以上の場合はファンユ

ニットを取り付けて下さい。

(2) 風の上昇を妨げるケ ー ス（図の斜線）

がある場合はそのケ ー スの直ぐ上にフ

ァンを入れて下さい。

(3) 風の上昇を妨げないようにケ ー ブルの

引き出しはユニットから離して下さい。

ラックケ ー ス

図 7

1測定が終了したときにはI

(1)減衰器ツマミをOFFにして下さい。

(2)各ユニットの電源スイッチをOFFにし

て下さい。



3. 測定方法

3 - 1 測定前の注意事項

測定前には次表の諸点を注意、 チェ ックして下さい。

項 目 注 意 事 項 理 由

．接続個所は半田付とし、 コネクタ類は確実 接続不良、 雑音発生、 動作不安定
ひずみゲ ー ジ、 プリッ に取付ける。

ジボックスの設置環境 ・ひずみゲ ー ジの絶縁抵抗は6OMO以上。 動作不安定、 雑音の混入

・強力な磁界あるいは電界内に設置しない。 雑音の混入

・周囲の湿気は少なく、 高温を避ける。

• 1 0 0 X 1 0-6ひずみ以下の測定では急激な湿 動作不安定

度変化を避ける。

・ひずみゲ ー ジとプリッジボックス間のリ ー ゲ ー ジ率の低下、 出力の直線性悪

ド線は必要以上に長くしない。 くなる。

出来るかぎり 、ン ー ルド線 をもちいる。 雑音の混入

・プリッジボックスと本器との間のケ ー プル プリッジ電圧降下により信号と内

を 必要以上に長くしない。 部校正値との間に誤差 を生ずる。

動ひずみ測定器の設置 ・周囲温度、 湿度は一10~+5 0℃,9 O%RH 動作不安定

環境 以下（結露除く）とする。

・振幅は3G以内とする。 破損のおそれ

・強力な磁界あるいは電界内に設置しない。 雑音の混入

．筐体は必ず接地する（ 特にA C 1 0 OV使用 雑音の混入

時）

・プリッジ電圧はひずみゲ ー ジに合ったもの ひずみゲ ー ジの発熱

動ひずみ測定器の操作 にする。

・コネクタはしっかりと接続する。 動作不安定、 接触不良
・電源電圧は仕様内（AC90~llOV,DC 電源電圧が低いと 動作不安定、 高

1 1~15V)とする、 とくにDC12V 使用 いと発熱、 素子の耐圧 を越える。

時には極性に注意する。 DC12Vの極性を逆に印加すると

動作しない。

・電源スイッチは減衰器ッマミ をOFFにし プリッジがアンバラソスであると

た後に入れる。 高出力となる。

• 6M 7 2形のオ ー トバランス時には、 ひずみ バランスがとれなくなる。

ゲ ー ジに ひずみを加えない。

・測定中、 減衰器ッマミおよび利得微調整ツ 設定した校正値の 振幅が変化する

マミは動かさない。

・ ロ ー バスフィルタは特性を理解して使用す 位相差、 振幅減

る。

・出カケ ー プルをシ ョ ー トしない。 電領が起動しないことがある。

回路の発熱
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3 -2 入力部の接続

3-2-1 ひずみゲ ー ジによるプリッジ構

成例

プリッジの四辺にひずみゲ ー ジを組込む場

合、 ゲ ー ジは1 , 2, 4枚の組合わせが行

われます。

またひずみゲ ー ジの受けるひずみにより、

同符号同値、異符号同値、異符号一 定比例

値などの場合に分けて組合わせが考えられ

ます。 さらにブリッジの特長を有効に利用

し、温度補償、 誤差消去および出力の増大

策などがとられます。

ここでは一 般に用いられるひずみゲ ー ジに

よるブリッジ構成例を記します。

なお使用する記号は次の通りです。

R ：固定抵抗の値(Q)

Rg：ひずみゲ ー ジの抵抗値(Q)

Rd:ダ ー ミ ー ゲ ー ジの抵抗値(Q)

r :リ ー ド線の抵抗値(Q)

e :ブリッジ からの出力電圧 (V)

k ：使用ひずみゲ ー ジのゲ ー ジ率

(2. 0とする）

ホィ ー トストンプリッジ接続表

€ ：現象ひずみの値（10-eひずみ）

E :プリッジの印加電圧（V)

J.I ：被測定体のボアソン比

ひずみゲ ー ジの貼り方、 ゲ ー ジ自体の特徴
はひずみゲ ー ジメ ー カ ー の技術資料および

日本非破壊検査協会編集「電気抵抗ひずみ

計によるひずみ測定A」等を参照して下さ
い。

プリッジボックス配線法は5370形のプリ
ッジボックスを使用した場合です。
旧形 53 1 4形を使用する場合はC, D端子
の位置が違いますからご注意下さい。

また、 旧形プリッジボックス(53 1 4形）

で対辺2アクティブゲ ー ジ法を組む場合は

改造を要します。

© ®®① 

0 00® 

旧形プリッジボックス5314形

図 8

l I l l 路 ，，， ー ジ法 具 体 例 プリ ッ ジホ ， クスh琳d: 伽 k'
 

l) 

1ゲージ法

lゲージ3

線式結線出

1，アクチプ
1 ダ ミ
ゲ ー ジ法

• ijl純ヽ｝ I姻fl縮また1,t ip．純
曲けの4玲に適する。

.,対V加）温度 ＇虻化か少ない均
合に通する。

• t如1値そのままで utn,9

• lj\純ヽ；ぽ、II：縮または1"純
曲げ／）ル｝合に約する。

•ひずみゲーシリート線の温
度補償m

・校1［値そのままでn."i

• i"郎1ヽ脹、圧縮またはIp.純
曲げの出合に過する。．

•/!,[/庄補償
・約1 （il\そのままで;i n3 
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回 路 ，，，ージ法 具 体 例 プリ9ジポックス配線法 備 峯，·

D
 

A
 2アクチプ

ゲ ー ジ法

n
i
 

A
 

A
 

D
 

2アクチプ
，，，ージ法

対辺 2アク
チプゲージ

法

対辺27ク
チプゲージ
3線式結線

法

4アクチフ'
，，，ージ法

A
 

D
 

4アクチフ゜

ゲ ー ジ法

D
 

A
 

4アクチプ
ゲ ー ジ法

ヽ ヽ
凡，

了、因2

・単純り1張、圧縮または巾．純
曲げの場合に適する。

直度補償
・校雌値x叶::-;i J
または現家値x I/ (t+v) 
でitn

・曲げひずみのみ 検出
・サl張、圧縮ひずみを消去
・温度補償
、校正値X J/2または

現象値X l/2でdtn

・引張、圧縮ひずみのみ検出
・曲げひずみを消去
・温度変化の影響は倍）竹され

る
・校正値X 1/2または

現象値X 1/2でitn.

•11張、圧縮ひずみのみ検出。
・曲げひずみを消去。
・温度変化の影響は倍増され

る。
・ひずみゲージリード線の温

度補償、9

・校iE値X l/2または
視象値X l/2 で計算

・引張、 圧縮ひずみのみ検出
・曲げひずみを消去
・温度補償
•閲正値x穴{mまたは

現象値x zn午内で計算

・曲げひずみのみ検出
・引張、圧縮ひずみを消去
・温度補償
・校正値X 1/4または

現象値X 1/4でitn

・ねじりひずみのみ 検出
• 11張、圧縮、曲げひずみを

消去
・温度補償
・校正値X l/4または

現象値X 1/4でJtn

- 8 -



8 -2 - 2 ブリ ッ ジボックス

ブリ ッ ジボ ッ クスは箱 、 ケ ー ブルおよびコ

ネクタ よりなり、 箱にはひずみゲ ージ接続

用端子を設け、 3個の高性能抵抗(12 0 0)

を内蔵しています。

これにひずみゲ ー ジを接続してブリ ッ ジ回

路を構成します。

(1) 設置方法

a な るべ く測定点に近い場所に置いて

下さい。

b 固定する場合には図 9 に示す取付穴

を利用してビス止め します。

c 水気の多い所、 温度変化の激しい所

および強電界、強磁界中に設置する

のは好ましくありません。

d 設置が完了したら接続ヶーブルはなる

べく動かな いよう固定して動ひずみ

測定器に接続して下さ い。

(2) ブリッジボ ッ クスの結線
a コネクタの結線は図9に示すように

ピン番号A,Cがブリ ッ ジ電源の供給

で、 B , Dが 動ひずみ測定器への入

力となります。

Eはコモン端子で す。

※取付穴

：口[
入〗筐

ケー スア ー ス端子

図 9

b ひずみを測定するためのブリ ッ ジで、

ひずみゲ ー ジは種々の接続法が用い

られます。 これらの接続法は前項

3 -2 -1を参照して下さい。

またブリッジボックスを中継して各

種の変換器を使用する場合には図の

ように接続して下さい。

- 9 -

入力

出 力

図 1 0 

c ひずみゲ ー ジの抵抗値が12 0 Q以

外でブリ ッ ジボックスを使用する場

合は 、前項 3 ー 公 ー 1 の 4 アクチブゲ
ー ジの接続と同じになり、 1ゲ

ージ 法ではひずみゲ ージと同じ抵抗

値 の抵抗が3本、 2ゲ ー ジでは2本

の抵抗が必要になります。

図 1 1 

d ブリ ッ ジボ ッ クス または変換器より

本器までのケ ーブルが長い場合にはケ

ーブ ルの導体抵抗に より次表のよう

にブリッジ電圧が降下します。

0. 5 sq線材を使用したときの

ブリッジ電圧降下率（％） （＋2 0℃)

線長

プリッジ抵抗＼

50m 1 0 Om 200m 300m 

6 0.n 

l 2 0

350 

5 0 0 

l O O 0 

-6. l -1 1.5 - 2 0.7 -2 8.1 

-3.1 - 6.1 - 1 1. 5 -1 6.3 

-1,1 - 2.2 - 4.3 - 6.3

- 0.8 - 1. 5 - 3.0 - 4.5

- 0. 4 - 0.8 - 1. 5 - 2.3

また、 周囲の温度変動によってケ ーブ

ルの 導体抵抗が変化 しブリッジ電圧

は 次表のように降下します。



ケ ー プル長5 0 mの場合の電圧降下率（％）

フ：：互悶 -10℃ +20℃ +so℃ 平均値

6 0.0. -5.4 -6.l -6,8 -0.23 /+10℃
1 2 0 -2.8 -3. l -3. 5 -0.13 /+10℃
3 5 0 -1.0 - 1. l - l.2 -0.03 /+l 0℃ 
5 0 0 -0.7 -0.8 -0.9 -0.03 /+l 0℃ 

1, 0 0 0 -0.3 -0.4 -0.4 -0.01 /+10℃

プリッジ電圧の降下によりブリッジ
からの出力電圧と校正値(CAL)と
の間に誤差を生じ校正値の補正 が必
要です。
補正の方法は3- 4 -1 (3)項を参照
して下さい。

(2) 変換器使用上の注意事項
a 変換器の固定 が不安定であると誤動

作、雑音発生などの原因とな るので
変換器メ ー カ ーの使用説明書を参照
してしっかり固定して下さい。

b 変換器、接続コネクタは一 般には耐
湿性ですが、水、 雨など がかからな
いようにして絶縁を保って下さい。

c 変換器に印加できる最大ブリッ ジ電
圧はブリッジ許容電流、 ドリフトな
どを考慮して次表のようにな ります。
詳細は変換器の取扱説明書を参照し
て下さい。

ブリッジ抵抗 プリッジ電圧
60Q 2V 

1 2 0 ” 

3 5 0 9V以内
5 0 0 1 2 // 

1 0 0 0 1 5 ” 

3 - 2 -3 変換器を使用したときの測定
ひずみゲ ー ジ式変換器の多くは測定しよう
とする物理量を弾性体で受け、これに生ず
る ひずみを電気量に変換しています。
この弾性体の部分を受感部ま たは起わい部
と呼びます。受感部の材料は比例限度が高
くクリ ー プやヒステリシスの小さ なものが
使用されています芯受感部にはひずみゲー ジを
接着しプリッジに結線され、 温 度補償 を行
いさ らに防湿処理が施されています。
なお 各種変換器 についての詳細は各メ ー カ
ーの技術資料を参照して下さい。
(1) 本器と変換器の接続

各種の変換器を本器と組合わせて 使用
する場合には図のように結線します。

入口刷

D
 

注）半導体変換器は温度補償ので
きる電圧に合わせて下さい。

d 本器 から変換器 までのケープル が長い
場合の注意事項は3-2-2の(2)-d 

項によります。
e 使用する変換器は本器のコモン(E)

端子と他の端子(A ,B ,C ,D)
が接続されていないものを使用して
下さい。

f 変換器および接続ケ ープルは強力な電
界中や磁界中に置かないようにして
下さい。

出力

B 

入力

（変快器等価[a]WI)

図 12
注） コネクタのE 端子にはA , B ,  C 

Dのいずれも が接続されていない
こと。

-1 0-



(3) X 1 0 0 X 1 0-6 ひずみ、 mV校正値の
切換え

本器の下面板の通風穴の前面パネル側
より3, 4穴目に スライドスイッチ が
見えます。ッマミドライバーに て希望
する側に切換えます。

（注）この切換えスイッチは、校正値の値
が、取説P 1 6のごとく変わるだけ
で、 どちらの側であっても、ひずみ
信号、直流 電圧測定には影響しませ
ん。

IJ
前面パネル

F面板 発光ダイオート‘

が退幼します。

図1 3 
3-2-4 直流増幅器として使用するとき

6M71,72 形では動ひずみ測定器として
ばかりでなく 直流増幅器としても使用でき
ます。
(1) ブリッジボックスを利用して直流増幅

器として用いるとき

図の場合増幅器は同相出力になりま
す。信号のほかに商用交流（ハム）
の影響がある場合も信号とみなされ
増幅されて出力されます。
逆相出力にしたい場 合は芯線の赤、
白を逆に接続して下さい。

なお本器の電源ノイズが混入する場
合には図の赤芯線だけが長い場合 で
すからでき るだけ短かくして下さい。

b 差動入力で使用するとき

図 1 6 外シ ー ルド

図1 4 

この場合は、若干同相分弁別除去比
(CMRR) が悪くなります。

(2) 専用ヶ ー プルを用いて直流増幅器として
用いるとき

a 片線接地で使用するとき

信号源

本器は平衡差動入力増幅器ですから
同相電圧ecMv (士1 ov) は出力には
表われません。
信号e 1 ,  e 2 のみが増幅されて出力さ
れます。

(3) 使用上の注意事項
a 許容入力電圧は士 15V 以下です。
b 同相入力電圧は士 lOV 以下です。
c アッテネ ー クと利得

アッテネ ー クと利得との関係は次表
のようになります。
ただし利得微調整ツマミ左一杯のとき
で右一杯にすると表の約 2. 5 倍の倍
率になります。

品］計g：日］犀］関；；］ぶI:::I1虚：：倍 120:0倍

d mV校正値を使用したいときは
3-2-3(3)を参照して下さい。

図 1 5 

-1 1-



3-3 出力と負荷の接続
本器には OUTPUT 1, OUTPUT 2 

の2通りの出力 が用意されています。
(1) OUT PUT 1

この出力は出力電圧、電流は士 lOV,

士5mA(2k0 負荷以上）なのでここには
データレコ ー ダ、ペソ書きオ 、ンログラフ
などの電圧入力機器を接続して下さい。

(2) OUT PUT 2
この出力は出力電圧、電流は士1 ov

士75mA(133Q負荷以上）なのでここ
には主として電磁オ ヽンログラフを接続し
て下さい。
なお電圧入力機器も接続可能です。
出カケ ー プルは図の通りです。

⑤
u

u
T

T□:＋）［［［］［ニニエコー／，どこ： T と同し）

図1 7 

3 -3 - 1 デー クレコ ー ダとの接続
デー クレコ ー ダの入カレベルに十分注意し
て下さい。とくにFM変調方法によるデー

タレコ ー ダでは過大入力における過変調に
より記録できな くなります。そのため本器
は過大な出力電圧 を 表 示する機能を持って
います。
図のように過大レベル（士約 1 0.5V) を越
えた側で一定時間点滅を繰返します。
モニタメ ータは本器の帯域である50kHz

までの過大レベルのチェックができます。

デー タレコ ー ダと の接続では次の点に注意
して下さい。

a 直接接続できる場合
入カレベルが 2OVp-p（士 lOV) 以
上印加でさるデー クレコ ー ダは直接
接続 できます＂

b 入力に分圧回路を必要とする場合
データレコ ー ダの入カレベルが士1
Vのも のは分圧回路が必要です。こ
のときには イソヒ゜

ー ダンスにご注意
下さいn

本器 分圧回路 デー ターレコーダ
r----7 

I I 
I 
I 

ci 
: 

L---- 」
R2 

約＋10.5V--=-=-----ニ--_-
+lOV 

図 1 9 

本器の出カイソビ ー ダ ‘ノスは帯域が
上ると大きくな るので
R。(O,)+L。(µH)の表示を用い
ます。
図のように分圧回路を入れた場合下
記の例のように誤差を生じます。
例

デー クレコ ー ダの入カイソビ ー ダン‘

スRi = 1 0 0 k 0,, Ci = 1 0 0 pF
本器の出カイソビ ー ダソス
R 。= 1 Q,L 。= 2 0 0 tJ.H のとき
1/10 の分圧比を得，た場合表のよう

な誤差を生じます。

約口ばV5戸 ＝＝— -ー
，

ー／

r千

l
l
|
|'
酉

IOV

—

+

 

図 1 8 
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R1 R2 分圧回路によって生ずる誤差（％）

(KQ) (KQ) 直 流 2kH z 1 0 kH z 20k H z  5 0kH z 

9 0 1 1 .1 -0. 1 -1 .  3 -5 .  5 - 1 0. 4 -2 2.3 

， 1 .01 -o. o 2 -0. 2 -0. 7 -1 .  4 - 3.4

3 - 3 - 2 電磁オシログラフとの接続

電磁オシログラフの入力部分には次の種類があります。 本器の最大出力電流は士75mAなので

直流増幅器内蔵以外のものはガル バ ノ メ ー タの安全電流内で使用して下さい。

電磁オシロ入力部 回 路 入力の種類 当社の電磁オ ヽンロの形式名 注意する点

直流増幅器付 ビ
本

器ニ
ニ

電磁
芝

オシロ

］
グラガフル9 電 圧 5L35,36 ,37 入カレンジ

振幅調整器付
こ

本器
電磁 オシ ログう

カ
7
ル

9

電 流 5L31,32,33,34 ガルバノメ ー タ

の安全電流

ンリ ー

振幅調整器なし こ
本器 ス抵抗竜磁 オ ノ

ロ
グ9ガフ9レ9 電 流 5M2 1 (オプションATT

付）
5Mll,12C 

なお次は販売中止になって

います。

PR-1 01,5L1 6,1 7, 

FR-2 0 1, 3 0 1, 1 0 2 

振幅調整器がない電磁オ ヽンログラフでは、 次表のような 、ンリ ー ズ抵抗を接続して下さい。

ガルバノメ ー タ 感度一様な 外部適正 シリ ーズ 振 幅 （光学長3 0 cm) 

形 式番号 周波数範囲 制動抵抗 抵 抗 暉／100X10
―

6 ひずみ

3 3 1 1 DC~ 70Hz 8 0 Q lO OkQ 約3.4

3 3 1 2 DC~170Hz 1 4 1 Ok 0 2.7 

3 3 1 3 DC~260Hz 1 2 2kQ 2.6 

3308 DC~650Hz 00 lkQ 3.8 

3 3 0 3 DC~750Hz 00 lkQ 2.2 

3 3 0 4 DC~lkH z 00 5 0 0 0½w 1 .5 

3 3 0 5 DC~2 kH z 00 2 0 0 Q  lW 1 .1 

3 3 0 6 DC~3.6kHz 00 1 5 0 Q  lW 0.8 

注1 ． 減衰器ツマミX 1 ,利得微調整ツマミ右一杯、 B. V= 2 V 
注2. 光学長1 0 cmのときは振幅が％になります。

-1 3-
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3 - 4 測定値の読み方
オシログラフに接続して波形を記録し
たとき測定値の 読み方について説明し
ます。 B 

A
 

后AL値
十

一

測定波形

図 2 0 

B 点の 測定値

B (B点での振幅）
＝ 

A (CAL波形の振幅）
X CAL 設定値

(1) ひずみゲ ー ジを使用したときの測定
CAL 設定値： 50 0 X 1 0- 6 ひずみ
CAL波形の振幅： 1 0"1/l 

B点の振幅： 2 2 呻

B点のひずみ量＝¥ox5 0 0 X 1 0-6

（ひずみ）
= 11 0 0 X 1 0-6 ひずみ

ただしゲ ー ジ率2. 0 , 1 ゲ ー ジ法で測定
した場合

(2) 各種変換器を使用したときの測定
（物理量の算出）

a 1 0--a ひずみ校正
この校正電圧値はブリッジ電圧と連動
し常にパネル表示値 (20 0 X 1 0-6~

5 0 0 0 X 1 0--a ひずみ）の値で校正量が
印加できます。

例

定格容鼠 1 t on, 定格出力 lmV/V
のロ ー ドセルを使用するとき定格出
力lmV/Vをひずみ換算するにはロ
ードセルを
B.V(E)=2Vで 使用した場合、定
格出力は

lmV/VX2V=2mV 

ゲ ー ジ 率(K)を2.0 t 1ゲ ー ジ 法
とした場合ブリッジに印加されるひ
ずみ量（€） と出力電圧（ e)の関
係は次式の通りになります。

e = 1/4 • K • E • E 

= 1/4 • 2 • 2 • E 

＝ € 

すなわち 10
ー6ひずみは1 マイクロボ

ルト (µ,V)に、またlOOOXlO
ー

6

ひずみはl mVに相当し定格出力
2mVは2ooo x 10

ー

6ひずみに 相当
します。
従って10- 6ひずみ校正値はブリ ッ ジ
電圧に関係なく次のようになります。

1 0-6 ひずみ校正値 定 格 容 量 校 正 値
2ooox10-a ひずみ 1 ton X 1 = 1 ton

1ooox10
ー

6 1 tonXl/2 = 5 0 0kg
5 0 0 X 1 0-6 1 tonX レ'4 = 2 5 Okg
2 0 ox 1 0-

6 1 tonXVlO=l O Okg

計算式は
定格容景校正値

本器の10-6 ひずみ校正値
定格出力値（1 0-

6 ひずみ）
x定格容量

物理量（荷重） の算出

B

測定波形

図 2 1 

定格容量校正値： 25 Okg
(5 0 0 X 1 0-6 ひずみ）

CAL波形の振幅： 1 0 蒻

B点の振幅： 2 2 蒻

以上から
2 2 

B点の 荷重＝一ーX250 kg
1 0 

= 5 5 Okg

となります。
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b mV校正
この校正電圧値はプリッジ電圧に関
係なく常にパネル表示値 ( 2~50m

V) の電圧が印加できます。
まず変換器の定格出力を調べ、次に
変換器のブリッジ電圧 を決めると定
格出力電圧が求められます。
この電圧をフルスケ ールとして定格
容量校正を行います。

例
定格容量 1 ton、定格出力 lmV/

Vのロ ー ドセルを B.V=9Vで使
用するとき

1 m V /V X 9 V = 9 m V 

（定格出力）
本器についている2 ,5 mVの校
正量は定格出力9mVのそれぞれ

2mV /9mVX 1 0 0%=22.2% 

5mV /9mVX 1 0 0%=55.5% 

とな ります。
従って本器の2,5mVの校正値で次
のような定格容量の校正ができます＂

mV校正値 定 格 容贔校 正 値
5 m V I 1 ton X O. 5 5 5 = 5 5 5 kg 

2mV I ltonX0.222=222kg 

計算式は
定格容量校正値

本器の mV CAL値
定格出力値 (mV)

x定格容量

物理量（荷重）の算出
B 

CAL値 測定波形

図2 2 

-15-

定格容量校正値： 22 2kg (2 mV)

CAL波形の振幅： 1 0m 
B 点の振幅： 2 2 呻

以上から
2 2 

B点の荷重＝ ―-X2 2 2kg
1 0 

= 4 8 8.4kg 

となります。
ここで注意を要するのは1 0-8ひずみ
CALと mV CALとの差違で、次
表に入力換算CAL値をまとめてお
きますので参考にして下さい。
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3 - 4 - 1 校正値 (CAL) の補正
(1) ゲ ー ジ率の異なる場合

本器のゲ ー ジ率は2.0 となってい るの
で ゲ ー ジ率 2.0 以外のひずみゲージ を

使用した場合は下記の計算により求め
ます。

真のCAL 値
2 

＝ 一Xパネル表示のCA L値
Kc 
Kc :使用ゲ ー ジの ゲ ー ジ率

(2) ゲ ー ジ法の異なる場合
ブリッジ電圧と ブリ ッジ出力電圧に は
次の式が成立します。

1 
e =�• K • E •EXゲ ー ジ法

4 

ここで
€ ：ひずみ量

E:ブリッジ電圧
K:ゲ ー ジ率

本器の校正値 (CAL) はゲ ー ジ率
2.0 で 1 ゲージ法での等価電圧値です。
従って 2 1 4 ゲ ージ法での校正値は
次表のようになります。

(3) プリ ッジボックスと 本器との距離が
長い場合
プリッジボックス ま たは変換器より本
器までのケープルが長い場合にはケ ー プル
の導体抵抗によりプリッジ電圧が降下
します。 （温度変化による影響もあり
ます。

このことよりブリッジ出力電圧と校正
値 (CAL) との間に誤差を生じます。
電圧降下率は次表を参照されるかプリ
ッジボックスのA ,C端子間を電圧計
でチェックしてプリッジ電圧降下率を
求めて下さい 。

®

〇

プリッジボックス

図2 3 

ゲ ジ 法 真の校 正 値
1アクチプ 1ダミ ー パネル表示校正値Xl

2ゲ ー ジ法 2アクチプ ” X 21 

対辺2アクチフ＇

” x 
-1 
2 

4ゲ ー ジ法 4アクチプ ” X + 
変換 器 4アクチプ ‘’ Xl※ 

詳細はホイ ートストンプリッジの接続表
の備考欄を参照して 下さい 。
※変換器は一般的に 4 ゲ ージ法で すが 変

換器出力は1 ゲ ー ジ法に対応するよう
になってい ます。

0.5 sq線材によるプリッジボックスA
C間に印加される電圧降 下率％（＋20℃)

プ＼リ＼ッ：碕発線＼
長 50m 100m 200m 300m 

6 0Q -6.1 -11.5 - 2  0.7 - 2 8.1
1 2 0 - 3.1 6.1 - 11.5 - 1 6.3
3 5 0 - 1. 1 2.2 4.3 6.3 
5 0 0 -0.8 1.5 3.0 4.5 

1000 -0.4 - 0.8 1.5 2.3 

例
気温2 0℃ケ ープル長1 0 0 mの場
合表よりゲ ー ジ抵抗が 1 2 0 0であ
るとプリッジボッ クスA , C端子間
で一 6.1 ％プリッジ電圧が小さくなる
の で
真の校正値＝ 0.9 3 9 Xパネル表示校
正値となります。

-1 7-



3-5 特殊な使用法

ここでは 一電源（別電源含む）で多数

のブリッジを構成する例と、変換器を

数個使用して加算値、平均値、減算値

を求める方法を記載します。

3 - 5 - 1 ー電源で多数のブリッジを構成

する場合

動ひずみ測定器

鼈源

ヵ

ヵ

出

11

[

[

h 

IJ 

図2 4 

各ブリッジボックスのE端子は結線す

る。

別電源の場合は電源のどちらかをプリ

ッジボックスのE端子へ結んで下さい。

本器の同相入力電圧（士 lOV) を越え

ないようにして下さい。

3- 5 - 2 変換器の特殊な使用方法

(1) 加算直を求める場合

A 

E, 

A 

E, 

T 
I tllカ

八，1}

E, 
1•: 

図2 5 

E 1 ,E2,Ea と別々の電源が必要です。

本器の場合商用交流の影響により出力

に 50,6GHz の影響が現われやすい。

各電源間にコソデンサを入れることで

多少小さくなる。

(2) 減算値を求める場合

A
 

わ

ヵ

図2 6 

恥と比の別々の電源が必要です。

本器の場合商用交流の影響により出力

に 50,60Hz の影響が現われ やすい。

(3) 平均値を求める場合
動ひずみ測定器

尺出ヵ

図2 7 

図2 5 I 2 6 I 2 7 のような使用のと

き変換器の条件としては定格出力 が等
しいことが必要で動ひずみ測定器 につ

いてはブリッジ電 源の容量によります。

- 1 8-



4. 動作原理

前置増幅段 加算器 分圧器 主増幅器 フィルタ 電力増幅段
出力1

0)(BNC) 

14Pマルチコネクタ

(B.V) 

電源部

図 2 8 

ブロ ック図を参照しながら回路 の説明をいた 電力増幅段で電流増幅し 2 k Q負荷ま

します。 で駆動できます。

(1) 前置増幅段 (5) 電力増幅段

この段の入力はブリッジボックスから フィルタ段の出力を入力として利得1

の信号と直流入力信号で、 これを高入 倍で電流増幅し士 lOV ，士 lOOmA の出

カイソピ ー ダ ヽノスを持った差動入力増 力を得ることができます。

幅段により増幅します。 (6) モニタメ ータ回路

本器の差勒入カイソピ ー ダ ヽノ スは約 従来の機械式メ ー タと異り1 7 セグメ

1 OMOで変換器の出カインピ ー ダン ソトの発光ダイオ ー ド により電子的に

スが 1 kQであっても本器との接続に 出力電圧を表示します。

よって生ずる誤差は 0. 0 1％以下にな 出力過大時には 過大側の発光ダイオ ー

ります。 ドが点滅して容易に出力のチェ ックが

(2) 加算器 できます。

この段 には前置増幅器の出力と校正電 (7) 校正電圧 発生回路

圧、 抵抗不平衡分調整回路からの出力 前置増幅器の後より印加され校正贔は

とが加えられます。 利得の微調整がで 4ゲ ー ジ法の出力を1ゲ ー ジ法換算し

き X l~X2 .5 の間を連続可変ができま た値(1ゲ ー ジ法のひずみ景 ー 出力電

す。 圧の非直線性がない）です。

(3) 分圧器、 主増幅器 とくに本器で は1 0
―

゜ひず み校正とmV

分圧器を回すと 0~ X1の間で信号を 校正とに切換えられます。

分圧し、 この出力を増幅してフィルタ (8) 抵抗不平衡分調整回路 (R BAL)

段に加えています。 手動バラソスの 6M7 1形では抵抗不平

(4) フィルタ、 電力増幅段 衡分の調整範囲は 入力において士約
フィルタは 3ポ ー ルベッセル型で過渡 5 000Xl0-6ひずみで、ブリッジ電圧の切換え

入力に対してオ ー バーシュ ー トのない によって調整範囲は 変化しません。

波形が得られます。 抵抗調整ツマミ (R BAL ) の1 0回

-1 9-



転ポテ 、ノシ ョメ ー タを右へ回すと出力
は正（プラス）へまた左へ回すと出力

は負（マイナス）へ移動します。

自動バラ ‘ノスの6 M 7 2形ではほとん

どの抵抗不平衡分はオ ー トバラ ‘ノス押

しボタ ‘ノスイッチを押せば自動的に補

正されます。

不平衡分は1回転のトリマ ー によって

入力 において士約 5 0 X 10-6 ひずみの

範囲で微調整できます。

それぞれのボテ ‘ノシ ョメ ー タは外側ツ

マミを回すとロ ック（固定）できます。

振動下の測定では必ずロ ックして使用

し 、 一般測定においても抵抗調整ツマ

ミ(R BAL)の調整後はロ ックする

ことをおすすめし ます。

(9) プリッジ電源部(B.V)

本器ではプリッジ電瀕部は 2 電 瀕で構

成されています。

従ってプリッジボックス先端で A , B

C,D のいずれもア ースと接続しては

いけません。

D
 

A
 

（注）B.Vが2W>時

図2 9 

a A または C 点をア ースに落したとき

プリッジ電圧は表示に比べて半分に

なり抵抗不平衡分調整回路 (R BA 

L)のバラソスがとれなくなります。

b BまたはD点がア ー スに落ちたとき

本器の差動入力（図のBとDとの間

が本器の差動入力）が過大になり、

R BALのバラソスが調整範囲を越
えてバラソスがとれなくなります。

-2 0-



5． 保 守
これからのチェ ックはまず電源電圧を調べて

から進めて下さい。

直流電圧

交流電圧

11~15V 

90~110V 50, 60Hz 

症状 l バランスがとれない

ATTをOFFにする。 B.Vは 2Vか

ユニット内部の調整必要

YES 

ブリッジボックスに付属のダミ ー抵抗を付
けて， ATTをOFFからX 1 の方に回して
バランスをとる

NO ブリッジ電圧、 プリッジ回路

をチェ ックする

手 直 し す る

測定しているひずみ
ゲージの初期抵抗値
が不平衡分範囲を越
えていないか。

プリッジからの出力(B.D
端子 ）がコモン(E端子）に
落ちていないか

手 直 る

-2 1-



症状 2

YES 

ATTをXI~X1/20以内
にする

CALを印加する

手直しする

ユニット内部不良

症状3 バランスがとれたが， 時間と共に零点が移動する

ひずみゲージのはりかえ

ATTをOFFにし， プリッジ回路を本体より切り離して

プリッジ回路の絶緑抵抗をはかる

ゲージのはりかえ

-22-



6． 仕 様

I 動ひずみ測定器としての仕様 l

1. チャソネル数：
1チャソネル／ 1ユニット

2. 適用ゲ ー ジ抵抗：
6 0 Q~ 1 k Q 

3. ブリッジ電源 ゜
直流電圧2 , 6 ,9, 12,15Vステッフ

切換精度士 0. 1 % 
4. 平衡調整範囲：

抵抗値偏差 士 約 1 ％または士約5000
X 1 0-eひずみ

5. 入カイソピ ー ダンス：
約 1 OMQ 

6. 電圧感度：
1 0 0 X 1 0-6 ひずみ入力にて0. 5V以上

ただしブリッジ電圧2V , ゲ ー ジ率
2. 0

7. 設定ゲ ージ率：
2. 0

8. 減衰器(ATT):
OFF, 1/2 0, 1/ 1 0, 1/ 5 , 1/2, 1 
切換誤差 士0.1% 
微調整 X 1 ~X約2. 5 

9. 内部校正器 ：
士200,士50 0,士 10 0 0,士2000,
士 50 0 0 X 1 0-6ひずみ
校正器精度 士0.2%

10. 直線性：
士0.0 1％以内 ただし出力士lOV定格
負荷以内において

11. 周波数応答範囲：
応答周波数 DC~50kHz 

+ldB, -3dB
12. ロ ー パスフィルタ：

3ボ ー ルベッセル型
DC~10Hz 
DC~1 0 O Hz 
DC~lKHz 
DC~10KHz 

-23-

13. 安 定 性：
0 温度変化による影響(- 10~+ 5 0℃におい

て）
( 1)零 点

士l.5Xl0-fiひずみ／℃以円(ATTXl,
B.V=2V,ゲ ージ率2.0)

(2)感 度
士0.0 1％／℃以内

(3)ブリッジ電源電圧
士0.00 5％／℃以内

(4)内部校正器
士0.00 5％／℃以内

0 電源電圧による影響（AC90~1 10V,
DC ll~ 1 5Vに おいて）
( 1)零 点

土5Xl0
―゜ひずみ以内•”�ATTXl,

B.V= 2V,ゲ ージ率2.0)
(2)感 度

士0.0 1％以内
(3)ブリッジ電瀕電圧

士0.00 5％以内
(4)内部校正器

士0.0 0 5％以内
14. ノイズ(W/Bの時）

入 力換算 5 0 X 1 0--oひずみ
S/N比(*) 40dB (ATTXl,VAR 

最小， B.V=2V)
5 4dB(RMS) 

15. 最大入力 ：
士 10 0 0 0 0 X 1 0--o ひずみ (ATTX

1/20, VAR 最小， B.V=2V)
16. 延長ケ ー ブルの長さの影響（温度は 20℃)

0. 5 sq 4芯シ ールドヶ ー ブル 100mの時
ひずみゲ ー ジ抵抗1200において校正ひ
ずみ精度約十6%



l直流増幅器として の仕様

1. チャソネル数：
1 チャソネル／ 1 ユニット

2. 入 力：
平衡差動入力直結形増幅器
差動入カイソピーダ ヽノス 約 l OM Q

（直流にて）
3. 利 得：

0 F F, X 1 0 0 (1/2 0) , X 2 0 0 (1/1 0), 

X 4 0 0 (1/5), X 1 0 0 0 (1/ 2), 

X2000 (1 ) 

精度士0.1 %

安定度士0.0 1 ％／℃ 
微調整 Xl～約 X2.5

4. 直線性：
士0.0 1 %/F.S 以内

5. 周波数特性：
DC~50KHz +ldB,-3 dB 

6 .  ロ ー パスフィルク：
3 ポ ー ルベッセル型フィルク

DC~1 OHz,DC~lO OHz, 

DC~1 KHz, DC~lOKHz 

7. 同相分弁別比：
lK Q平衡入力にて 1 0 0 d B (5 0, 6 OHz)

8. 最大許容入力電圧；
士 1 5V

9. 同相許容入力電圧：
士 1 OV DCまたは ACp-p値

10. ドリフト：
1.5 µV／℃入力換算値

ATTX 1 ,  VAR最小．B.V=2Vにて
11 . 雑音（フィルタ W/Bの時） ： 

5 0 ttV p-p入力換算値
12. 零点調整範囲：

（入力換算として、ただしB.V =2Vv')I峙）
約士5mV

13. 内部校正器：
士 2 ，士5,士 1 0 ，士 20 ，士50mV

精度士0. 2%

-24-

共通項目

1. 最大出力 ：
士lOV以上

2. 出力電圧，電流 ：
oOUTPUT 1 …士lOV,士5m A

oOUTPUT z.. .士lOV,士75m A 

3. 出力抵抗：
0.50 

4. 容量負荷：
oOUTPUT 1 ... 0. 1 µFまで動作
oOUTPUT 2…0.1 µFまで動作

5. 耐振性：
3G( 3000CPM, 0.6111111) 

6. 電 源：
①交流 AC 1 00V(90~1 1 OV) 

50 , 60Hz 7VA 

②直流 DC 1 2V ( 1  1 ~1 5V) 0. 7 A

7. 使用温度，禄度範囲：
- 1 0℃~+50℃ , 9 Oo/'oRH 以下
（ただし結露除く）

8. 外形寸法：
幅5 0 X 高 1 4 3 X奥行 2 5 3皿

（突起部含まず）
9. 重 量：

約1. 2 kg

（＊） 本器の S/N比は、ノイズ (N )として
P-P 値をとり、信号 (s) としては OVから
+1 ovまたは 一lOVの片振れに対するもので

す。（デ ータ処理では A/D 変換での片振れが
多いため）

すなわち
N=5 0 X 1 0

-;i p-p V 

S=lOV 

5 0 X,l 0
ー

6 ** 

S/N=2 0 log 10 � X 2 0 0 0 
10 

＊ ＊本器の ATTX 1 の利得
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ケ ー

ブル類一覧表

ケ ー プルの名称 形 状 使用コネクク I 備 考

プリッジボックス

（形式537 0 )  

0.5Sq 4芯S付(3 m)

多治見無線
PRC 03 

12Al0 
-7Ml 0,5

別 売

直流増幅器用
入カケ ー プル

（形式47228)

多治見無線
PRC03 
-12Al0
- 7Ml 0.5

別売

直流増幅器用

0.3Sq 2芯2S付(2m)

出カケ ー プル

(OUTPUT 2用）

（形式47 101) 

（＋） 白
(-) 

シ ー ル

（ーと同じ） 0. 3Sq 2芯 S付(2m)

小 蜂

l 4-3A-S
標準付属品

出カヶ ー プル AMP Iりlj売
(OUTPUT囲） L70865-4 

又はDDK
（形式47226 )

BN-P-3C-
CRlO 

電源ケ ー プル DDK 標準付属品
(AC 10 OV用） 57- 30 140 AC 10 OV用

（形式472 33) ―
\ 

筐体ア ー ス
AC lOOV 

電源ケ ー プル
＋赤 コ DDK 別売

(DC 1 2V用）

『
57- 30140 DC 12V用

（形式47227 ) 
1-

2芯（2.5m) 赤

DCl2V 土T 

黒

-27-



8チ ャ ソネルラッ

クケ ー ス用 ケ ー プ

ル(DC12V用）
赤

（形式 47229) I 黒 コモソ

プラグ

口
芯

ーc

 

D
 

2
 

q
 
s5

 
2
 

ー

多治見

PRC03 

-12Al0

-2AF10.5

別売

8チ ャ ソネルラッ
クケ ース用ケープル

(AC l O OV) 
ユニ ットと同じ

3チ ャ ソネルラッ
クケ ー ス用ケープル

(AC l O OV) 
(DC 12V) 

ユニットと同じ

ユニットハウジソグ
1チ ャ ソネ ル
2チ ャ ソネル
3チ ャ ソネル

4チ ャ ソネル

(ACl O OV)
(DC12V)

ユニットと同じ

中継ヶープル

（形式47230)

プラグ プラグ

0.5Sq 4芯シ ー ルド付(lOm)

多治見
• PRC 03
-12Al0
-7Ml 0.5

• PRC O 3
-12Al0
-7Ml 0.5

別売

延長ケ ー プル

（形式472 31) 

プラグ

多治見

• PRC 03
-l 2A l 0

ジャックI -7Ml0.5 
• PRC 03

-3 2Al0
-7Fl0.5 

別売

0.5Sq 4芯シ ー ルド付(25m)

- 28 -
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2. ユニ ットハウジング

(1) 1 CH用 43508形
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(2) 2 CH用 43509形
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(3) 3 CH用 43510形
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(4) 4 CH用 43511形
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3. ユニッ トケ ー ス

(1) 3CH 用ベンチトップケ ー ス 7750形
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(2) 6 CH用ベンチトップケ ー ス 7752形
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(3) 8 CH用ベンチトップケ ー ス 7744形
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(4) 8CH用ラックマウントケース 7743形
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4. ファンユニット 43527 形
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5. プリッジボックス 5370 形
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三翠瀧l謡繊式会社

 北 海 道

  札 幌 営業所〒060札幌市中央区北四条西

東 北

（三栄東北昧＞〒980仙台市通り町 

関東・甲信越

東 京 支店〒160東京都新宿区大久保

水 戸 営業所〒310水戸市大工町

土 浦 営業所〒300土浦市桜町

藤沢営業所〒251藤沢市大鋸

（三栄エンジニアリング〉

（本社）〒180東京都武蔵野市中町

 （営業・計測部門）〒181東京都三鷹市下連雀 

本社 〒160東京都新宿区大久保
 工場 〒187東京都小平市天神町

  〒321-0I栃木県宇都宮市針ヶ谷

東海・北陸

名 古 屋支店〒460名古屋市中区伊勢山

 近 畿
  大阪支店〒530大阪市北区茶屋町

  京 都 営業所〒602京都市上京区寺町今出川下ル扇町

  神 戸 営業所〒652神戸市兵庫区西多門通 

中 国

 広 島 支店〒730広島市富士見町

 岡 山 営 業 所〒700岡山市大学町

 九 州

 福 岡 支店〒810福岡市中央区大名

  鹿児島営業所〒890鹿児島市荒田 




